



















Globally, Act Locally ！」というグローカル（グローバルにしてローカル）な視点は，国連の「人間
環境会議」（1972 年），さらに「地球サミット」（1992 年）をとおして国際的に共有されるものとなった．
この間，1980 年代にはグローバル化する企業の地域戦略としても位置付けられてきたが，東西冷戦
体制崩壊以後は「地域的に考えて，地球大に行動せよ　Think Locally, Act Globally !」にインタ ・ーロー
カルやトランス・ローカルの視点なども加えて，グローカルな視点の必要性 1）と「グローカル人材」
育成は，ひとつの時代精神になったかのように見える．しかし，グローバルとローカルは相互に規定




教育（Education for Sustainable Development, ESD）」として提起され，とくにヨハネスプルク・サ
ミット（リオ＋ 10=2002 年）で日本の政府と NGO によって提案された「ESD のための 10 年（DESD, 
2005-2014）」をとおして一般化されてきた（日本社会教育学会 2015，鈴木敏正 2013）．DESD の後
継が，「ESD のためのグローバル・アクション・プログラム（GAP, 2015-2019）」である．ESD は











をふまえたグローカルな実践としての「3.11 後社会教育」（鈴木 2016）が求められてきたが，5 つの
視点はますます重要になってきている．これらは相互に関連し合うが，ここではとくに④の視点に焦
点化しつつ，そこから市民性教育のあり方を提起する．
　SDGs4.7 では，旧来の ESD のアジェンダに加えて，ローカル・ナショナル・リージョナル・グロー
バルの諸レベルでの市民性教育を統一する「地球市民性教育 Global Citizenship Education, GCED」







































SD・ESD に関連する事項をあげておく（詳しくは鈴木 2011：終章第 2 節）．
〈表− 1〉「グローカルな教育実践」が問うもの
グローバルな知 自然主義 モダン 客観主義 学知＝普遍主義 地球市民
ローカルな知 人間主義 ポスト・モダン 主観主義 生活知＝個性記述 生活者諸個人












































　国連の 21 世紀教育国際員会（通称ドロール委員会）の報告書『学習：秘められた宝』（1996 年）は，
20 世紀までの教育は①知ることを学ぶ，②なすことを学ぶを中心にしてきたが，21 世紀には③「人





会をつくること to create sustainable and inclusive society 」を学ぶことが今日的課題となってきた．
自分自身を変えることと社会を変えることを統一するような「変革的な」学びが求められているとも
言えるが，それが各地域におけるグローカルな実践で問われているのである．

















　SDGs4.7 で ESD は，「人権，男女の平等，平和及び非暴力的文化の推進，グローバル・シティズ
ンシップ，文化的多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解」をとおして推進されるものだとさ
れている．それまでの ESD と異なるものとして，「地球市民性教育（Global Citizenship Education, 
GCED）」が位置付けられていることが注目される．このことから SDGs 段階の教育は，しばしば「ESD
＋ GCED」と言われているのである．
































































ク報告」（1998 年）が提起した 3 つの構成要素，すなわち①社会的道徳的責任，②地域社会への参加，
③政治的リテラシーが基準となってきた．日本では①は公民教育あるいは道徳教育，③は政治教育と
して理解されてきたと言える．これまで①に比して③は「政治的中立性」行政のもとで低迷であったが，







































































































































組みとして再構成する必要がある（鈴木 2016：第 7 章第 4 節）．〈表− 3〉は，そうした要請に応え
ることになろう．ハーヴェイの「空間論的転回」や J. アーリの「移動論的転回」などを含む 21 世紀
社会科学を「実践の学」として展開する課題については，別に検討しているので参照されたい（鈴木
2020）．







































論の 21 世紀的発展としての「民主主義の民主化＝主体化」（G.J.J.Biesta）である（鈴木 2019b）．
　〈表− 3〉をふまえるならば，上記定義のような民主主義の今日的実践の焦点は，〈参画・自治の自
由〉と〈共生的平等〉を追求することによって，地球市民＝社会形成者の形成をはかる，グローカル
な実践としての「参画型市民性教育 Participatory Citizenship Education, PCE」である．それは具体
的には，協同的地域づくりを基盤として「公共性」を形成する「持続可能で包容的な地域づくり教育 
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Citizenship Education and Lifelong Learning in the New Glocal Age
SUZUKI Toshimasa
Abstract:  The article proposes the developmental theory of Citizenship Education in the New Glocal Age from 
the standpoint of ‘Pedagogy of Lifelong Learning’, and investigates its contemporary importance in ‘the crisis 
of democracy’.  
  First, it considers the meaning of ‘glocal’ and analyses the features of ‘ the glocal educational practices of 
ESD (Education for Sustainable Developmen)’, based on the ‘ESD Principles’, proposed by UNESCO, and 
their developmental agenda, especially through ‘the theory of structurizing lifelong learning’ and the movement 
of international adult education. Second, considering the Global Citizenship Education (GCED), proposed by 
the Sustainable Development Goals (SDGs) 4.7, it examines the agenda of forming the citizenship from the 
viewpoints of world justice, fairness between and within the generations, and civil democracy.
  Third, it proposes the structure and developmental theory of citizenship education. Fourth, it investigates the 
practical and theoretical agenda of ‘the Participatory Citizenship Education’ towards ‘the Subjectivation of 
Democracy’.
  Finally, it considers the development process of ‘Education for Sustainable and Inclusive Communities (ESIC)’ , 
the core of ESD, based on the examples of Recovering Education from the Great Earthquake in East Japan, and 
points out that the practical theory of ‘the Contemporary Reason’ (Observative, Active, Cooperative, Public and 
Planning Reason , beyond Deliberative Reason) has the important meaning to overcome the populism in the age 
of Post-Truth.
Keywords: New Glocal Age, ESD, Citizenship Education, Structurizing of Lifelong Learning, Education for 
Sustainable and Inclusive Communities (ESIC)
